
基 礎 技 術 編 ■ 配管技能士（技能検定） 
管 工 事 編 □ 管工事施工管理技士 
給水装置工事主任技術者編 □ 給水装置工事主任技術者 
土 木 編 □ 土木施工管理技士 
排 水 設 備 編 □ 下水道排水設備工事責任技術者 

配 水 管 工 編 
☑ JDPA 継手接合研修会 
☑ 千葉県水道局認定 不断水穿孔技能者 
■ 給水装置工事配管技能検定会 

安全衛生関係等資格編 

☑ 地山の掘削及び土止め支保工作業主任者 
☑ 職長・安全衛生責任者 
☑ 小型車両系建設機械 
☑ アーク溶接 

＊技術の証となる資格取得は重要！ 

＊資格取得に向け、徹底したカリキュラム 

＊在学中に多くの資格取得を目指せる環境 

☑ カリキュラムに特別授業（受講資格を有する受講者のみ）として、訓練内で資格取得可能

□ 受験資格を有する訓練生は、訓練期間中に積極的な受験を推奨

■ 修了生の特典として一部試験内容に免除があるため、訓練修了後に受検を推奨

管工事業界の技術者育成を目指す！！
管工事業界の「技術保有集団」としての礎を築く

専門分野からの派遣による講師陣

平成30年度　第33期生募集中
千葉県建築設備高等技術専門校

業界を挙げて取
り組む！技術の継承！

千葉県知事認定職業訓練施設

訓練内容と対応資格 

＊従業員の技能向上・能力開発
＊事業所のレベルアップ・事業拡大

技術者育成のため、当校の積極的な活用を！！

＊



技術の継承と

優秀な人材の育成

千葉県商工労働部長

        吉田 和彦

 我が国の安全・安心で快適な生活及び産業の発展

は、管工事等を含む生活基盤・産業基盤等の社会資

本整備により実現してきました。そして、それを支

えてきたのは、多くの優秀な技術者の方々です。

 水道施設は、県民の日々の生活や経済活動に欠か

せない最も重要なライフラインの一つであり、いつ

でも快適かつ確実に利用できることが求められて

います。

 そして、こうしたライフラインを支えるのは、そ

こで働く方々の持つ高度な技術と確かな技能にほ

かなりません。

 グローバル化や技術の進展・高度化に伴い、技術

者に求められる資質も一層高いものとなっており

ます。そのため、技術者には絶えず新しい知識や技

術を習得していく姿勢が求められておりますが、そ

れらを身につけるためには、基礎から体系的に習得

することが必要です。

千葉県建築設備高等技術専門校は、昭和６０年の

発足以来、数多の優秀な技術者を輩出してきた輝か

しい実績を有しており、平成２年には優れた認定職

業訓練施設として労働大臣表彰を受賞するなど、職

業能力の開発、向上や若手技術者の育成に積極的に

取り組まれております。

本専門校は、歴代の校長先生をはじめ豊富な知識

と経験を有する講師陣の指導の下、基礎的な訓練は

もとより、各種資格の取得に力を入れる等、実践的

な訓練を行い、本県産業を支える前途有為な人材の

育成校として尽力されており、県といたしましても

大いに期待しております。

 入校を志す皆様には、本専門校で職業人として必

要な知識と技術を十分身に付け、仕事を通じ企業や

産業の発展に貢献されますよう、心から御活躍を祈

念いたしております。

即戦力となる

知識・技術・技能の習得を目指す!! 
千葉県建築設備高等技術専門校

校長 臼倉  進

本校は昭和 60 年に職業能力開発促進法第 24 条に基

づく千葉県知事認定の県内唯一の「指定給水装置工事

事業者」技術者育成機関として開校し、これまで 32年

間の訓練を通して 914名の修了生を輩出しております。

 また、技術の証である資格取得を開校の第一の目的

としており、特に管工事業界に不可欠な「給水装置工事

主任技術者」、「管工事施工管理技士」の国家資格につい

ては、試験日に照準を合わせたカリキュラム編成や各

専門分野から講師を派遣していただくことにより、効

率的な履修体系のもと訓練を実施しております。 

 この他にも、技術の研鑽を目的に開設した千葉県水

道技術研修センターを活用して、「千葉県水道局不断水

穿孔技能者講習」並びに日本ダクタイル鉄管協会協力

のもと、「JDPA継手接合技術現地団体研修会」を当校独

自に開催するなど、業界を挙げて技術の継承にも取り

組んでおります。 

 更には、現場の安全管理に即応する安全衛生関係資

格を積極的に取り入れ、「地山の掘削及び土止め支保工

作業主任者」「職長・安全衛生責任者講習」「アーク溶接」

「小型車両建設機械」を在学中に取得が可能となって

おります。 

 そして、修了生には「技能検定 2級建築配管」の学科

免除、並びに「給水装置工事配管技能検定会」の実技の

一部免除の特典が与えられております。 

このように、本校が県内の管工事業界の「技術保有集

団」形成に大きく貢献していることを矜持とするとこ

ろであります。 

1 年間で約 75 日の訓練は所属会社における本来の仕

事との両立となり様々な制約の中で大変厳しいもので

はありますが、計画的に訓練を遂行する事により、必ず

訓練生は各種の資格を取得して所属事業所の業務拡大

に大きな力となることを確信しております。 

つきましては、業界を挙げて取り組む本校の運営に

事業主各位のご理解を頂き、後継者並びに従業員の育

成のために本校を積極的にご活用頂きますようお願い

申し上げます。 



訓練科名 設備施工系 配管科 

訓練期間 1年間 Ｈ30．4月～Ｈ31．3 月 

訓練日 火(毎週)・土(第 1・3週) 

訓練時間 午前 8時 50 分～午後 5時 

定員 40 名 

入校資格 ・本校協賛団体構成事業所及び構成事業所の推薦する事業所の後継

者・従業員で実務経験２年以上（平成 30 年 4 月 1 日現在）を有す

る者 

・高等学校卒業者、または同等以上の学力を有する者 

・平成 30 年度以降に管工事・土木施工管理技術検定を受験する者 

・雇用保険の被保険者であること 

職業能力開発促進法 第 24 条の規定に基づき設立された、千葉県知事認定の管工事

関係団体の職業訓練施設で、国家試験「給水装置工事主任技術者」並びに「管工事・

土木施工管理技士」及びその他必要と認める管工事技術関係資格の取得を目的として、

本校協賛団体の構成事業所の後継者並びに従業員を対象とした総合技術者養成施設を

開校。

１. 国家資格『技能検定建築配管技能士』の二級技能検定の学科試験並びに実務経験が免除。

２. 千葉県水道局の配水管工事施工の際に必要な『不断水穿孔技能者』として認められる。

３. 『給水装置工事配管技能検定会』の受検資格が得られ、実技検定の一部内容が免除。

４. 成績優秀者には、千葉県知事賞・千葉県水道局長賞・千葉県職業能力開発協会長賞等が

授与されます。

開校の目的

訓練の概要

本校修了生の特典



【編名】総訓練時間(時限) 科目(訓練時間) 講師所属 

【基礎技術編】

 36時限 

学力考査 (4) 専門校

上水道概論 (4)
㈱日邦バルブ

配管施工法１ (12)

配管施工法２ (4) 塩化ビニル管・継手協会

配管実技 (8) 光陽サービス㈱

基礎概論 (4) 教務主任

【管工事編】

184 時限

～Ｈ29年度日程～ 

授業実施期間 

5/16～8/29・11/14（24 日間） 

 国家試験日 

  1 級学科：9/4、実地：12/4 

  2 級学科・実地：11/20 

設備原論 (32) 元雇用・能力開発機構

空気調和・換気   (24) 須賀工業㈱

上水道、給水・給湯 (8)
㈱日邦バルブ

水道法       (4)

下水道排水設備、通気(8) 前澤化成工業㈱、ＴＯＴＯ㈱

消火設備 (4) ㈱荏原製作所

ガス設備 (4) 房総ガス協議会

浄化槽       (4) ㈱西原ネオ

電気工学 (8) 千葉県電気工事工業組合

建築学       (8)

㈱エコ・サポート

設備に関する知識  (16)

施工管理 (24)

建設業法・その他  (4)

2 級実地      (4)

総集仕上げ (12)

建築基準法 (4) 千葉市都市局建築部建築指導課

下水道法 (4) 千葉県県土整備部下水道課

消防法       (4) ㈱シスイ総合防災

労働安全衛生法   (4)
荒木労働安全コンサルタント事務所

労働基準法 (4)

給水装置工事

主任技術者編

 48 時限 

～Ｈ29年度日程～ 

授業実施期間 

9/5～10/10（7日間） 

 国家試験日 

  10/22 

公衆衛生概論

(8)

㈱日邦バルブ

給水装置工事事務論 

水道行政

給水装置施行管理法 

(16)給水装置の構造及び性能

給水装置の概要   

給水装置工事法   (8) 千葉県水道局

給水装置計画論   (16) ㈱環境技研コンサルタント

【土木編】

 56時限 

土木一般 (16)

(公財)千葉県建設技術センター

専門土木 (8)

法規        (8)

共通工学 (8)

施工管理 (16)

【製図技術編】

 88 時限 

積算        (16) (一社)千葉県空調衛生工事業協会

申請図・施工図   (48)
千葉県水道局、

千葉県水道管工事協同組合

ＣＡＤ       (24) オフィースぴーぷる

【配水管工編】 24 時限 穿孔実技 (16) コスモ工機㈱

JDPA 継手接合研修会(8) 日本ダクタイル鉄管協会

【排水設備編】 8 時限 排水設備責任技術者 (8) 前澤化成工業㈱

【安全衛生関係等資格編】

80 時限 

地山の掘削及び土止め支保工(24) 県管連講習

アーク溶接 (24) コベルコ建機㈱

車両系建機 (16) コベルコ建機㈱

職長・安全衛生責任者(16) 県管連講習

カリキュラム

当校では、国家資格等の資格取得を第一の目的として、国家試験受験日に照準を合わせた

カリキュラム編成（土木編を除く）により訓練を実施しております。

また各編終了時には、当校独自の修了試験を実施しており、国家試験前の予備試験として

好評を得ております。



授 業 風
景

 管工事業は、衛生、空調、換気等、私たち
の生活には必要不可欠なライフラインで
す。 
 しかし、安定して受注を頂くことは困難
で、管工事業界も厳しい状況です。 
 その中で生き残る為に、弊社の基本方針
でもある、「お客様の満足につながる技術力
の向上を常に図り、安心、信用される技術を
提供する。」をモットーに日々の業務に取り
組んでおります。 
 私も入社翌年に専門校に入校させて頂
き、1 年間学ばせて頂いたおかげで 1 級管
工事施工管理技士の資格を取得する事が出
来ました。 
 現在は与えられた仕事をするだけで無
く、学んできた専門知識を生かしてお客様
に適した技術提案をする事で、高い品質、管
理を心がけ、また、コストダウンにも対応出
来るように努めています。 
 それも社会貢献できる人材育成を強化し
ている専門校を卒業出来た事で、自分自身
のレベルアップが出来たからだと思ってい
ます。 
 今後一人でも多く目標を持った人が入校
して、知識・技術の向上と資格取得を目指し
て頑張って頂きたいと思います。 
応援しています。 

第３０期生

加藤正嗣さん

第３１期生

中又 修さん

管工事業は、様々な分野の知識が
求められます。 
 専門校は、管工事、給水装置工事、
土木工事等の総合的な技術者の育成を
目的としてカリキュラムが組まれてお
ります。 
豊富な知識と経験のある先生方の指導
により、高度な技術力が身に付き、国
家資格も取得することができました。 
 また、同業界の良き仲間に出会えた
ことは、かけがえのない財産です。 
 専門校に入校するのには、事業主
の理解が必要です。技術者育成のた
めに理解のある事業主に感謝してお
ります。 
 専門校修了者には、不断水穿孔技
能者の資格が与えられます。また、
各試験に応じて、受験資格の取得、
学科試験・実務経験の免除等があり
ます。 
 皆さんもこの専門校に入校して、
知識を高め総合的な技術者を目指し
てください。 

第 2９期生

鈴木正雄さん

管工事の資格取得を目指していて
丁度この専門校の事を知り、入校しま
した。 
実際に入校してみると、授業内容は幅
広く、実技の授業等もあり、初めて目
にする言葉や難しそうな単語、見たこ
とのない工具ばかりで不安でしたが、
各講師の方々や諸先生方から親切･丁
寧に分かりやすく教えて頂き、管工事
の知識が無かった自分でも、専門校で
得た知識を会社で活かす事ができ、大
変有意義な一年間でした。 

専門校と仕事の両立は大変でした
が、各種資格の取得やここで得た経
験･知識･技術は何よりもかけがえの
無いものでこれからの人生に大きな
財産を手に入れる事が出来ました。 

また、同じ業界で働く者たちと共に
学び切磋琢磨し、笑い合った事は良き
思い出です。 
これからも専門校で学んだ色々な事
を生かして、管工事業の発展、並びに
社会に貢献していきたいと思います。

穿孔実技

見学会入校式

訓練施設（千葉県水道会館）配管実技

課外研修



〔交通機関〕 
①ＪＲ本千葉駅下車 徒歩 13 分(約 1.2 ㎞) 
②京成千葉中央駅下車 徒歩 15 分(約 1.5 ㎞) 
③ＪＲ千葉駅（東口）下車 バス乗車 15 分＋徒歩 3 分(約 2.2 ㎞) 

※11 番線・新港行乗車,卸団地会館下車 
④ＪＲ京葉線千葉みなと駅下車 徒歩 13 分(約 1.3 ㎞) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

案内図 

⑤入校決定

後の入校

納付金等

○構成事業所 142,000 円 

○その他の事業所 284,000 円 

≪入校決定者一括前納制≫ 
(注)雇用保険未加入者については補助金

相当額の費用負担をしていただきま

す。 
(注)入校納付金納付後に入校を辞退する

場合は入校事務手数料・教材費(発注

済の場合)を差し引いた額を返金す

ることとなります。 
(注)入校後に要する費用（予定） 
○認定職業訓練生災害保険料6,800円

≪希望者のみ≫ 
○職長・安全衛生責任者 16,000 円 

○地山の掘削及び 

土止め支保工作業主任者 17,500 円

○アーク溶接 18,600 円 
○小型車両系建設機械 15,500 円 

○JDPA 継手接合技術研修会 26,500 円

【 募 集 要 項 】 

①募集人員 定員 40 名 
注：30 名に達しない場合は開校しな

い場合がありますので、予めご了承

ください。 

②応募資格 ▶本校協賛団体の構成事業所及び構

成事業所の推薦する事業所の後継

者・従業員で実務経験２年以上(平成

30 年 4 月 1日現在)を有する者。 
▶高等学校卒業者、または同等以上の

学力を有する者。 
▶平成 30 年度以降に管工事・土木施

工管理技術検定試験を受験する者。 
▶雇用保険の被保険者であること。 

③申込方法 
 必要書類 

「入校願書」に必要事項を記入、写

真 1 枚(よこ 3cm×たて 3.5cm)を添え

て本校事務局へ提出ください 
（郵送可） 

④申込期限 平成 29 年 12 月 22 日(金)必着 

（定員に達しない場合平成 30年 1月

中旬まで受付） 

①訓練生が雇用保険 

 の被保険者 

②所定労働時間内に 

 授業を受けさせ通 

 常賃金を支払う事 

③1年間の訓練を修了 

 する事 

(年間出席率 80％以上) 

④事前に受給認定を 

受ける 

●人材開発支援助成金制度 

(千葉労働局) 

 助成額 

 760 円×訓練実施時間数 

●建設労働者確保育成助成金制度 

 (千葉労働局) 

 助成額 

 4,750 円×出席日数 
 
 

訓練生派遣事業主給付金制度 
訓練生を派遣する事業主が受給出来る制

度です。次の 4 項目を満たしていれば対

象となります。 

助成額 

約 70 万円 

千葉県建築設備高等技術専門校 

 
  
     

協
賛
団
体 

運
営
事
務
局 

千葉県水道管工事協同組合 

千葉市中央区中央港 2-5-14 

 TEL 043-247-7373 

FAX 043-248-4484 

千葉県管工事業協同組合連合会 

一般社団法人 千葉県浄化槽協会 

一般社団法人 千葉県空調衛生工事業協会 

※申請締切 平成 30 年 3 月 15 日まで
（訓練開始前の事前申請となります） 
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